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１．はじめに
私は、1985（昭和60）年3月に英文学科を卒業後、新庄北高等学校など山形
県内の三つの県立高等学校に教諭等として勤務、山形県教育センターの指導主
事、主任指導主事、研究・情報課長を経て、現在は新庄北高等学校最上校に教
頭として勤務している。
私が英語や教育の分野で禄を食んでいられるのは東北学院大学で受けた薫陶
のおかげだと、日頃から思っていたところ、この度この『英学史年報』への寄
稿依頼をいただいた。平凡な学生に過ぎなかった自分には荷が重かったが、感
謝を表す場になればと思い直し、お引き受けした次第である。
拙文では私が東北学院から受けた薫陶の一端を、二人の恩師との出会いと絡
めてお伝えしたい。
２．私と東北学院との出会い
私と東北学院との出会いは、高校時代の恩師・神保潔（きよし）先生との出
会いと重なる。神保潔先生は、東北学院大学英文学科を卒業後、新庄北高等学
校や山形東高等学校などにおいて、長年に亘り卓越した指導力を発揮された後、
山形県教育委員会の文化遺産課長や山形西高等学校など三つの県立高校の校長
を歴任された。ご勇退後の現在も県教委の委嘱を受けて後進の指導に当たって
おられる、山形県英語教育界のリーダー的存在である。
1979（昭和54）年、山形県立新庄北高等学校の2年生の頃、私は初めて神保
先生から英語を教えていただき、英語が好きになった。神保先生に憧れて東北
学院に入学し、英語教師になった。上司と部下という関係で母校に働いた時代
もあった。出会いから約35年を経て、今なお親しくご指導をいただいている
ことは感謝以外の何ものでもない。
神保先生の授業から他の教師にはない「何か」を感じる、という生徒は多い。
先生の英語発音の美しさや英文の構造分析の鮮やかさ、英語圏の文化に関する
造詣の深さなどが、「何か」の構成要素であると考えられる。誰もが異口同音
に挙げるのは、英語を教えることに対する先生の情熱である。この「何か」の
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作用で、我々生徒はいつのまにか英語をもっとわかりたい、もっと勉強したい、
と願ってしまうのである。
自ら東北学院に学んでみて、神保先生が持つ「何か」の相当部分が東北学院
時代に培われたものであろうことに、私は確信を抱いている。
３．私の「東北学院体験」
私が東北学院大学英文学科から受けた薫陶を、拙文では「東北学院体験」と
呼ぶことにする。具体的には多種多様だが、次の三つに集約できる。
⑴　教育愛に満ちた教職員や信頼できる仲間達と出会えたこと。
⑵　厳しく、徹底的な学問的訓練を受けられたこと。
⑶　authenticな英語や豊かな言語文化に触れる機会を、ふんだんに且つ　
　　バランスよく享受できたこと。
⑴　教育愛に満ちた教職員や信頼できる仲間達と出会えたこと
　　　私は近年、通信制の放送大学大学院で 7 年間学ぶ機会を得た。念願だっ
た修士（学術）の学位や専修免許も取得した。何より、職業人として働き
ながら学ぶという経験自体が、私の人生の糧となった。しかし、修士論文
研究に当たった最後の 2 年間を除いては、テレビやラジオの放送視聴を通
じて学ぶことが主であり、ここにもの足りなさがあったことは否めない。
教職員であれ、学生であれ、生身の人間のプレゼンスが学びにとっていか
に重要な意味を持つかということを、通信教育と土樋で受けた大学教育と
を比較して初めて理解することができたように思う。
　　　私の場合、東北学院大学英文学科では、掛け値なしに素晴らしい先生方
や友人との出会いに恵まれた。単に良き思い出となっているという話では
なく、そうした出会いの相手との、その時々における知的かつ建設的相互
作用のおかげで、私の大学における学びが豊かなものになった、という事
実を指摘したいのである。
⑵　厳しく、徹底的な学問的訓練を受けられたこと
　　　この項目の具体例として、私の大学時代の大切な恩師であり 4 年次には
卒業論文のご指導まで賜った、荒川光男先生から受けた教育について、「荒
川ゼミ」での学びを中心に紹介させていただく。
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　　　「荒川ゼミ」では、英文学史において「形而上詩人」と呼ばれる John 
Donne、George Herbert、Richard Crashaw、Henry Vaughan らの作品を、徹底
的なテキスト分析を基に読み込んでいくことが学習の中心であった。これ
らの詩人達の作品は、教養ある英国人にとっても難解なものであるという。
まして我々日本人学生にとっての “ 体感難度 ” は、時に拷問に近いものが
あった。
　　　それに輪をかけるように、我々ゼミ生は、荒川先生から精度の高い予習
を要求された。文法的な根拠が不確かな和訳は、すぐに見抜かれ指摘され
た。重要語句については、すべて OED で裏を取っておくことが、「荒川ゼミ」
の常識であった。OED を引きもせず、『研究社英和大辞典』あたりでお茶
を濁そうものなら、ゼミの真っ最中に「今すぐ図書館に行って OED で調
べてきなさい」と先生から命じられることになる。しかし、いつも誰より
も勉強してその場に臨むのは、研究対象を熟知しておられる荒川先生ご自
身であった。常に新たな発見を求めて厳しく探究される先生の姿に、我々
ゼミ生は、学問という底なしの深淵を覗き込む思いがしたものだ。
　　　ゼミと 4 年次の卒論指導を通して私は、荒川先生から「徹底的な吟味」
というテキスト読解の流儀を叩き込まれた。その追求における、学生愛に
裏打ちされた厳しさこそが、荒川先生の教育の真髄であったと言える。こ
こで受けた訓練が、「荒川ゼミ」が全国各地に輩出した数多の英語教員達
にとって、日々の英語指導の土台となっていることは言うまでもない。私
もその一人であることを誇りに思うとともに、荒川先生に心から感謝申し
上げたい。
⑶　authenticな英語や豊かな言語文化に触れる機会を、ふんだんに且つバ
　　ランスよく享受できたこと
　①血肉となっている英文学科の授業
　　　学生時代にある先生が、「東北学院の英文学科は学問のデパートだ」と
おっしゃっていたが、これは教授陣の専門領域が英語学・英米文学分野の
広範囲をカバーすることを例えたものであろう。英語コミュニケーション
や英語教育学の分野が充実した現在、その特徴は一層顕著である。
　　　1980 年代、日本の地方では、ネイティブ・スピーカーによる授業は現
在ほど一般的ではなかった。この時代に、東北学院では「ミッション・ス
クール」の伝統を活かした、ネイティブによる all English の授業が当たり
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前に行われていた。その中でも、初めて英語で discussion するという経験
を与えていただいた「小竹ゼミ」が忘れられない。私は小竹ヘザー先生の
スコットランド訛りの英語が味わい深くて好きだった。我々の英語はたど
たどしく、実に拙いものであったが、先生は忍耐強く発言が終わるのを待っ
てくださった。この経験は後に、高校の「オーラル・コミュニケーション」
の授業などで大いに役立つこととなった。
　　　他にも血肉になっている授業は多い。グループ主任としてお世話になっ
た遠藤裕一先生の「意味論」の授業は、いまだに「意味」とは何かという
問いを記憶の彼方から問い返してくる。「英作文」では遠藤健一先生に、「君
の英作文は発想が面白いね」とお褒めいただいたことが心に残り、自分の
英作文の授業でも、生徒の“発想”や“着眼点”を大切にする指導につながっ
たと感じている。
　②「アメリカ研究」とその効果
　　　3 年次の「アメリカ研究」にも触れないわけにはいかない。アーサイナ
ス大学夏季留学と ‘coast to coast’ のアメリカ横断研修から成るこの講座は、
アメリカ文化に素手で触れるような素晴らしい学習プログラムであった。
　　　引率の須田稔先生、法学部の齊藤信宰先生、総務課の清水道生先生（故
人）、グランドスタッフの小原武久氏（現国際交流課長）には、筆舌に尽
くせぬご指導をいただいた。ちなみに第 11 回の同期生には、カメイ株式
会社代表取締役社長の亀井文行君（法学部卒）がおり、現在も親交が続い
ている。
　　　卒業からほどなく国の JET 事業が始まったが、ALT の導入により教育
現場に激震が走ったあの頃あわてずに済んだのは、「アーサイナス留学」
のおかげであったとつくづく思う。
４．東北学院大学英文学科に期待するもの
これまでは、母校英文学科の教育力の高さについて述べてきたが、母校では
十分に学べなかったことについても触れておきたい。
1995（平成7）年に文部省派遣の長期研修生として、英国ノッティンガム大
学に留学したときのこと、高度に専門的な内容について英語で思考し、論文を
書き、発表し、議論する本コースを前に、3週間の準備カリキュラムがあった
のだが、私はそこで予想以上に苦戦を強いられた。
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当時の私の IELTSのband「8」からすると、私の英語力は英検準1級～ 1級の
境界線付近にあった（英検1級を取得したのは2007年）と考えられるが、大学
院レベルの実践性ということになるとそれでは足りず、ニーズに特化した訓練
が別に必要であることを痛感したのである。
現在の英文学科のカリキュラムには、こうしたアカデミックなニーズに応え
るためのシラバス・デザインが採用されていると伺い、心強く感じる。グロー
バル化が一層加速し、多くの分野で国際競争の激化が予想される21世紀中盤
に向け、英語で効果的に受信・発信する力や、英語で議論する力の必要性は増
大する。東北学院大学には、全学生が高度で実践的な英語運用能力を在学中に
身に付けられるよう、指導と評価の改善による授業の質向上や、学生への支援
策等の充実を期待するものである。
５．おわりに
拙文では、私が仕事等でお世話になっている英文学科の先生方や、各界で活
躍する同窓の友人達のことにも触れたかったが、叶わなかった。次なる機会を
待ちたいと思う。紙幅の都合で一人一人お名前を記すことはできないが、現在
お世話になっている先生方を含む、東北学院大学英文学科並びに英語英文学研
究所に、衷心より謝意を表したい。最後に、母校の益々のご発展を祈念して筆
を置く。
